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水田生物の生態学的研究 (第 2報)
治上の動物群集の生態，特に二化摂虫幼虫の
垂直移動について
阿 部 義
Noboru ABE発:Ecological Observa七iononぬePaddy Field Inhabitants. (2) 
Behavior of Animals Inbabiting on the Rice Plant， 
Especially on tbe Vertical Migration ofぬeLarva of Chilo simple;r: BUTLER.袈%
(1)緒 言
水田は日本に於ては特殊の地帯をたして居り，経済的にも重要なととろであるので，と
の地帯の生物の綜合的な生態学的研究を行いたいと思って居た. しかし水田の生物に就い
ては害虫としての研究は非常に多く特に二化摂虫の研究は著しい.(深谷， 1950) Lかし山
形鯨庄内地方に於ける水田害虫の研究は加藤・山下 (1946)， 岡崎 (1940)等あるが，他は
あまりない様である.著者は水田生物の遷移等を 1年を通して観察した.そして先にカプ
トエピ Apusaequ日lisPACKARDの生態と庄内地方の気象との関係を報告した(阿部， 1951). 
今は稲が成熟する頃の9月初旬に於ける稲上の生物の活動，特に二化摂虫の垂直移動の生
態を主にした研究結果を報告した.いと思う.
研究場所は山形懸，鶴岡附近であるが，との野外調査の際は，村井貞彰氏に種k手停っ
て頂いたのでi 設に心から感謝申し上げる.叉この研究は文部省科学研究費による研究の
一部であるので深謝申し上げる.
(2) 庄内地方水田生物の季節的遷移の按略
庄内地方の水田は冬期間4ヶ月位は零の下になっているが 3月今頃は大部分の水田は
零が解ける. しかし水固に続色のものは何も見えないしメグヵ類もまだ現れない. 3月末
蛙む産卵が行われ 4月初はメダカが多く現われマツモムシ，ボウフラの類も活動する.
又泥とにはモノアラガイが活動する.その頃，古代遺りが行われ 4月令頃までには稲の
種子蒔を移る.
4 月末にたると稲の芽ば7~12mm位にのび，水面には Chlαmydoηω町内 Ea〆enα viridis等
が発生して殺の膜を形成する.叉少し遅れて場所によっては Eaplel沼 S:!ηguineaEr.JRENBERG 
による赤い水の翠をつくる.又その頃はキリウジガガンボ '1'i}Julaaino ALEXANDERが多
く出現L交尾産卵する.
*山形大学農学部応用動物学研究室 (Laboratory of Applied Zoology， Faculty of Agricu1ture， 
Yamagala University) 
* Contributions from the I，aboratory of Applied Zoology， Facu1ty of Agriculture， Yamagata 
University. No. 8. 
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5月中旬過稲は 11'" 13cm位にのびるが，との頃，イネドロオイムシ Lenω oryzae
KUWAYAMA やイネハモグリパイ AgromyzaoTyzae MUNAKATA が古代に来て産卵を始め
る.そして 5月下旬から 6月上旬にかけて幼虫が発育し，苗代の稲の被害が目立つ.水中
にはエラミミズ Branchi'ura80叩eTbyiBEDDAIID が多く 目立つ.
回植は 6月初旬までに終り，そり後，イネハモグリパイ等は本国の穏に移る.そして，
との第2回目の被害は6月下旬から 7月上旬にかけて著しくたるが， 普通は，その後の温
度D上昇と共に被害は目立たなく主主る.
ニイと膜虫は古代時から現れるが，被害が目立つのは 7月下旬になり，出すくみが多くな
るととで，更にコパネイナゴ Oxya}aponicx WILLEMSE が目立ってくる.叉稲の聞には
多くのクモの巣が張られる様にたる.叉稲の花が換くのは早いので7月下旬，大抵は 8月
初旬である.
稲刈は 8月25日過ぎから 9月中旬までに行われる.水田の7./(は8月中旬から退いてしま
い稲刈後は切株のままに放置されるのが多い.
(3) 稲群落中の徴気象
栢は 8月下旬 9月上旬は成熟して稲刈前になるが，とう した稲の群落上に飛来する見
虫は，かえEりに多いので，とれら昆虫の活動を知る震に稲群落内の徴気象を測定するとと
にした.そして水聞の桔中央と思われる部分を観測場所と定め，そとに昆虫採集網用の棒
を立て，とれに目盛して置いて，地上 1cm，1Ucm， 2ucm， 3ucm， 4Ucm， 5ucm， 7ucm， 9l3cm， 
11Ucmの9点に於て夫k温度， 濃度を測定した.叉之と比較する震に，近くの畝の上1UUcm
の地点も測定した.測定には，アースマン通風濃度計を用いた.角地上 1uOcmのととろ
は稲の群落の最高線位で 11Ucmは，それから 1ucm程上位に怠る.
ζの測定をした月日及び時聞は女の通りである.但し時聞は総て標準時で現した.
8月3L日(1949)…..8時35分 9時45分
9月5日一…・8時25分， 10時23分， 13時313分
9月G白・…・・8時25分， 1313分， 12時513分， 15時
9月7日・・…・8時313分， 13時413分， 13時， 16時， 18時
9月8日……8時4C分， 11時， 13時30分
9月9日・・・・・ 8時30分， 10時50分， 13時30分， 15時10分
9月12日・…・・ 9時30分， .11時413分， 14時， 16時
9月13日・・・ 11時413分， 16時15分
測定結果は Table1，..，国 に示す通りである.
J，'ahle 1， J[， ][， IV， V， VI， . \l1I及び~K よれば失のととが判明する. I1\Pち ~IJ定の期
聞に於ては，水田内の温度並びに濃度の垂直分布は明かに時を這って変化する.そして一
般に昼間に於ては地上 1cmの部位よりも地上1l0cm即ち稲の穂先の上部の方が温度が高
いI・叉両部位の差は靭は比較的大で最大グCであり，正午前後は差が少くたり夕方は盆k
少くなるが， その差は u.5'C位か或は同温度になる.但し雲量や雨等によって左右される
ととは勿論である.
温度の霊直分布は一般に地商に近歩く程濃度が高く主主る.そして地上 1cmの部位と地
上 llUcmの部位との濃度の差は一般に朝は大で20%位，正午頃は，その差はき欠第に小さ
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Table 1. The m必roclimate in the paddy-field. (Aug 31st， 1949) 
Time 8 : 35 9 : 45 
Height 1 Temp. -~m. V. T. 1 Temp-:- 1 Hu山
mcnlS lD C' 1 % |in mms in0' 1 % im mmS 
26.0 100 24.96 iI . 27.8 97 26.96 
10 26.3 92 23.47 27.8 94 26.18 
20 26.5 95 24.47 27.7 95 26.28 
30 26.う 93 24.58 27.5 91 24.97 
40 26.5 93 24.58 1. 28.0 9t 25.48 
ラo 27.0 91 23.99 28.0 88 24.73 
70 27.0 93 24.28 28.2 85 24.07 
90 27.0 92 24.18 28.7 83 24.34 
110 27.3 9I 23.99 28.5 82 23.79 
R 100 27.8 一『 一ー 一一' 一ーー 一ー
‘場
V. T.， Vapour tension. Hum.， humidity. 
R， height measured from the level of the ridge. 
Table ][. The micro cli皿 atein the papdy-field.のept.5th， 1949) 
TEm- 1 8 坦 1 20B 日知
恥 ight1 T叫 |Hum- |γT. il :rer叩 iEum lγT. 1:r吋 IR阻 lγT・in c皿s1 in O' % 1 in mms:1 in 0' 1 % 1 in mms 1 in 0 予告 1D rnms 
23.8 100 2ラ.宮 98 23.74 27.0 95 25.22 
24.0 98 21.75 25.8 92 22.76 27.5 93 25.48 
23.7 98 21.31 25.5 95 23.04 27.0 92 24.49 
24.3 97 21.87 26.0 93 2327 26.う 90 23.26 
40 24.5 95 21.69 26.0 88 21.89 26.0 9ラ 23.75 
ラ0 24.8 95 22.09 26.0 88 22.11 26.0 95 23.75 
70 25.2 96 22.91 26.3 92 26.0 86 21.44 
90 25.3 93 22.30 26.7 87 22.62 25.8 88 21.61 
110 26.0 26.7 89 23.08 26.3 82 20.73 
RI00 26.5 90 1 23.26 27.0 89 23.50 26.7 82 21.44 
Table 1[. The micro climate in the paddy-field. (Sept. 6th.) 
8 : 25 10 : 30 12 : 50 
TeplH11mlm wlHumlM TevlEIU田 luinO' 1 '!予告~ 1 In il in 予% 1 __1~ _ 1in O~ 1 %色 1n mms 1 1 mms 1 ---1 1 mms 1 
88 I 21.84 1 121.0 100 γ 時|j却。 85 21.23 10 1 21.2 98 18.29:1 2ラ.0 90 1 21.231 26.0 82 20.35 26.2 89 22.39 20 I! 21.5 98 18.631 25.2 89 1 21.271 26.0 82 20.35 26.5 83 21.45 30 1 21.6 98 18.751 25.0 90 1 21;231 25.7 80 19.76 26.7 82 21.27 
40 1 21.8 97 18.771 25.0 86 1 20.361 26.1 80 20.04 26.3 Bラ 21.63 
50 I1 22.0 98 19.211 25.0 86 1 20.361 26.4 78 84 21.26 
70 1 22.0 97 18.5411 25.0 84 1 19.7211 26.6 77 19.8511 25.9 84 20.86 
90 122.4 90 81 1 19.弓9126.8 7ラ 19.681 26.3 82 20.73 
80 16.781 25.4 78 1 18.7711 27.0 74 19.5211 26.7. 82 21.27 
R 100 123.3 80 17.111 26.3 74 19・52126.7 80 20.82 
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Table IV. The miero c1imate in the paddy-field. (Sept.7th.) 
IHn eci臨田ghst T日inm叫m叫coP|Flm恥曲叶回ベIパ1?.zn T Tin@n吋celE畑叶IViで:.±m吋C |トEE%Eu叩肌1m凪田凪l ..!~o1 i:o!'f%-l.!:.11 i~Jë!'ro/~'I 
% 1 zd;s 1I in C. 1 % 1 m~s 1in 0"[ % 1 ~~s Iin C. 1 % 1 ~~ Iin 0"[ % 1 ~;;'s 
1 1 21.2 100 27.0 85 23ょ5 97 20.83 21.0 100 18.47 
10 1 21.6 96 18.35:1 25.51 86 20.79 '17.0 84 22.12 23.6 94 20.31 20.0 100 17.36 
20 Ii 21.8 94 18，I8il 25.51 84 20.36 27.3 82 22.07 23.ラ 95 ，20.40 20.0 100 17.36 
93 18.201' 26.01 85 21.23 27.2 83 22.17 24.0 93 20.60 20.0 100 17.36 
40 1 22.4 91 18.261 26.01 &5 21.23 27.ラ 82 2乙35 23.7 95 20.65 20.0 100 17.36 
‘3 
50 225 87 1757 26.2 83 21.0ラ 27.2 
8422L:a1 S17 
23.7 9ラ20.6ラ 20.0 100 17.)6 
70 23.0 85 17.75 26.2 80 20・18 26;8 111 24.0 90 19.96 20.0 100 17.36 
90 23.4 81 守17.42 26.6 73 20.02 27.0 78120 24.8 86 19.89 20.2 Q8 17.19 
110 23.6 ~:~~ II ~~:6 1 ' ~+~:~~I 27.2 75120 25.3 80 19.25 21.0 89 16.52 RIOO 24.3 74116.711 27.0  691.18.3 27.3 25.7 79119.34 21.0 89 1652 
Table V. The Dlicro climatωin tha paddy-field. (Sapt. 8th.) 
Tima 
1 122叫 1
宣Jn言c語znst T87 1 mm. 1γT・ 7叫 IH叫 |v.T・ Temp |Em lγTin O. 1 % 1 inmms I1in C. 1 % 1 inmms 1in 0 宇宙 開 mrus 
1 23.2 98 25.5 98 26.2 91 23.09 
10 24.0 95 21.04 25.3 97 23.23 26.ヲ 89 22.5事
20 24.2 9ラ 21.29 25.2 96 22.86 26.3 88 22.30 
30 24.5 95 21.69 25.6 94 22.95 26.0 90 22.57 
40 25.0 95 22.36 25.3 94 22.53 26.0 88 ‘21.89 
50 2ラ.7 91 22.40 25.3 94 22.53 25.9 88 21.98 
70 25.8 92 22.76 25・6 88 21.35 25.9 88 21.98 
90 26.2 89 22.33 26.8 7ヲ 20.74 26.事 86 22.12 
110 26.3 88 22.30 27.ラ 27.2 81 21.72 
RIOO 27.5 84 22.83 27.7 80 1 22.18 27.5 79 21.68 
Table Vf. The micro climate in the paddy-field. (Sept. 9th.) 
Time 1 8 : 30 10 : 50 15 : 10 
EeighalTmplHumlvtT 
O. 予告 10 
10 cms 1m u 1 ~O 1 rums T叶mml口in c.1 % I ..:~ mms Tine皿cp.ilE%uEn .li |Vm:.m Ts • 巾立O~守mγ| 官，，-出 l v. T. % I ~~s 
98 22.7 100 20.47 
10 1 24.2 99! 22.19 2ヲ.6 97 23.651 25.5 88 1 21.44: 22.8 99 20.38 
20 24.3 99 1 22.33 24.8 95 22.091 255 88 I 21.21i 22.4 99 19.90 
30 24.5 98 i 22.36 24.8 92 88 20.96 22.3 97 19.ヲ6
40 25.1 24.5 93 88 20;96 22.3 96 19.15 
50 25.ラ 93 i 22.58 91 21.811i 2ラ.ラ 83 22.1 97 19.12 
70 2う.6 88 121.35 24.ラ 92 21.021 25.ラ 83 201 22.3 94 18.74 
90 25白8 861 21.18 24，6 91 21.94125.8 80 19.8 22.6 92 18.69 
110 26.0 85 21.23 24.8 88 82 20.3 23.1 89 18.66 
到 00/126.5 87 i 22.35 24.8 88 20.531 26.つ 86 21.2 24.2 81 18.14 
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Table VlI. The micro climate in the paddァfield. (Sept. 13th.) 
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(4) 昆虫の活動航態
栢群落内む徴気象測定時は，稲の聞にしゃがんで、附近の生物の活動欣態も観察した.そ
の結果は大凡次の通りであった.
8月31日
時帰
8 :35…畦上 1m気温27.8'C，薄曇，徴風.
コパネイナゴ静止，触角等をなでて居る. キリウジガガ、ガンボ
に飛釆.ヒメヒラクアブ飛来，葉上に静止.アブ(頭部白色の種)飛来.ハイ葉上筒旬.
9: 45…28.5'C，薄曇.
コパネイナゴ静止.キりウジガガンボ交尾中，静止.アブ(頭部白色の種)盛んに活動.
セグロアシナガパチ飛来.
9月 5日
8: 25…26HC，快晴，微風かすか.
e‘ 
‘ 
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稲の葉に露が未だ，たまっている.コパネイナゴ静止僅かに旬旬するのもある.イナ
ゴの背に手を触れても飛ば、ない.キリウジガガンボ交尾，静止.ノ.シメトンボ飛んで
いる，交尾中むも飛来.ヒメヒラタアプ飛来.ゲンゴロウムシ飛来.
10: 23 … 27.0~C ， 晴，日光直射している，微風.
稲の葉と露は殆んど見えない..コパネイナゴ静止僅かに筒旬，触角をなでたりする.
畦D豆の葉を揖食し始占うたのも居る.30cm程跳ぶ.キリウジガ・ガンボ.静止.ノシメ
トンtF稲の商にすれすれに飛ぶ. ヒメヒラタアプ畦の方を飛んでいる.
13: 30・・26.iOC，快晴， 微風.
コパネイナゴ静止，揖食中のも居る.キリウジガガンボ飛んでいる・アブ類，ハイ類
飛来 ノシメトンボ飛ぶもの見えす丸
9月6日
. 8: 25 .. 23.3"C，快晴，時k微風
コパネムfナゴ静止，葉を動かしても逃げない.キリウジガガンボ静止.シオヤアプ稲
白上西方に飛去る.小型のハイ飛来.ノシメトンボ少数飛んで、いる.セセリ蝶西方に
飛んで、ゆく.
10: 30…畦上 1m26.3'C，道路上 1m28.QoC，快晴，微風.
コパネイナゴ跳んでいる.旬旬して揖食中のもある.交尾中のもある ・キリウジガガ
ンボ静止，交尾中のもある.シオヤアプ西方に飛去る.ノシメトンボかなり多く飛ん
でいる.アキアカネも飛来.ハイ飛ぶ.
12: 50・一畦上27.00C，道路上30.0'<;，快晴， 微風.
コパネイナゴ静止，跳ぶのもある.キリウジガガンボ静止.ノシメトンボ飛来するが
10時頃より少い.シオカラトンボ飛来.ヒメヒラタアブ飛来.ハイ飛来.セセリ蝶東
方に飛去る.
15: 00…睦上26.70C，道路上28.80C，快晴，時k微風.
コパネイナゴ静止， 僅かに跳ぶのもある・キリウジガガンボ飛来.シオヤアプ飛来.
ヒメヒラタアブ飛来.ノシメトンボ飛来，シオヤアフ。を追いかけたりする.ハイ静止.
9月7日
8: 30…畦上24.30C，道路上27.00C，快晴，無風.
コバネイ.ナゴ静止.ヒメヒラタププ，ハイ飛来.ノシメトンボ飛来，交尾中のもある.
アキアカネ飛来.アゲハチョウ飛去る.
10: 40...畦上27.DOC，道路上 31.0'C，快晴， 微風.
イナゴ運動活涯になる.交尾しようとするものもある.近すなく と殆んど跳び去る.ノ
シメトンボ盛んに飛朔.交尾中のものもるる咽Jンオカラ トンボtも飛来.セグロアシナ
ガパチ， 。デバチ飛来.
( 13: 03・畦上27.30C，道路と30.00C，快晴， 微風.
イナゴ静止僅かに運動，手を触れても動かない.オンフツくツタ静止僅かに旬旬.ノシ
メトンボ飛来主主し. ヒョウモンチョウ北方に飛去る.
16: 00…畦上25.70C，道路上30.VC，快晴，微風.
イナゴ静止，手を触れると移動する程度で跳ばない.トンボ類殆んど飛ぶのを見ない.
キリウジガガンボ飛来して静止する.クサキリトコオロギ鳴き出す.
2.01 
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18: 00…畦上21.00C，晴， 無風.
日設17時57分.葉上に露が現れてくる.イナゴ， トンボ類全く静止.畦の上，蚊の類
飛んでいる
(18: 20，金星見え出す， 18: 27，満月上る. 18: 40，火星見え出す. 18: 50， 北斗
七星見え出す.
9月8日
8: 40…畦土27.50C，道路上28.80C，薄曇，徴風.
葉上露滴多い.(9: 20には殆んど見え主主くなる.)イナゴ静止・ノシメトンボ，シオカ
ラトンボ飛来.二化膜蛾1匹飛んでいる.クサキ p鳴いている.
11: 00…畦上27.70C，道路上28.30C，薄曇，徴風.
イナゴ相当活援になる.手を触れると逃げる.キリウジガガンボ静止.ノシメトンボ，
シオカラトンボ飛来.セグロアシナガパチ稲穂上に来て盛K何かを探す.チヤパネセ
セリ飛来.
13: 30・・畦上27.50C，道路上28.8OC，曇，風強くなる..(8-10m位).
イナゴ殆んど静止，触れると飼い出す. トンボ類も飛ぶものなし，風が吹き止んだ時
虫を迫って飛ぶ程度.キリウジガガンボ静止.セグロアシナガパチ飛来.
14: 50...西風強く主り，雨降 り始める.55分激しくなる.
9月9日
8: 30...畦上26HC，道路上27.3'C，曇，軟風.
稲葉上露滴多い.ノ シメトンボ，シ;:t"カラトンボ 2，3飛んでいる.他の昆虫は総て
静止している.
10: 40…畦上24.8'C，道路上27.8'C，曇，風 5-6m.
稲葉上未だ露が残っている.ノシメトンボ交尾したもの等 2，3飛んで、いる.ヒメヒ
ラタアブ稲の聞に飛来.イナゴ等他の昆虫は静止.
13: 30...畦上26.00C，道路上26.50C，曇，風5-6m.
ノシメトンボ稲上に飛んでいる.シ;:t"カラトンボ水田側の溝のとを飛んでいる.ハナ
パチ飛来.イナゴ静止， 萱葉を喰っているのがある.
15: 10・ー畦上 24.20C，道路上 25.00C;曇風5-6m.
イナゴ跳ぶのは見られ主主い.(風の震か).静止して，葉を食するものがるる.キリウジガ
ガンボ側溝の辺飛んで交尾しようとしているのが居る.ヒメヒラタアブ飛来.~蟻 2， 3
飛んでくる.チヤパネセセ H飛来，アヲバア Pガタハネカクシ地面を筒勾している.
9月12日
9: 30・・・畦上21.7・C，道路上23.80C，曇，殆んど無風.
イナゴ静止.時k僅かに跳ぶ.幼生で萱の葉を食するもの 4，5匹見える.シオカラ
トンボ側溝の上を飛ぶ・ノシメトンボ，アキアカネ飛来.キリウジガガンボ一寸飛ぶ，
交尾中静止のものもるる.クマバチ飛来.
11: 30…畦上25.30C，道路上29.00C，曇，微風.
イナゴ前より，よほど活溌にたる.幼生は萱葉上に居る.ノシメトンボ交尾中のもの
多く飛び廻る.アキアカネ飛来. ヒメヒラタアブ飛来.
13: 00・ー畦上2.5.2'C，道路と26.50C，曇，微風.
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イナゴ静止.キ日ウジガガンボ 30~4Ocm ‘位の高さのととろを飛んでいる.マルハデ
バチ宣の葉のととろに飛来.
16: 00…畦上22.90C，道路上 25.6"C，曇，風2-3m.
イナゴ静止. 交尾中のがある・茎の葉を食べているのがいる.キ Pウジガガンボ静止.
シオカラトンボ畦の上を飛んで、居る.クモ稲上に静止.
9月13日
11 :40…畦上21.20C，道路上21.7・C，薄曇，風2-3m.
9時過から雨，11: 30に雨止む.現在水田の凹所に7kがたまっている.イナゴ静止.
ノシメトンボ，シオカラトンボ共に濃の上の辺を低く飛んでいる.エンマコオロギ鳴
く.キベリゴミムシ地面を筒旬する.
16: 15…畦上20.20C，道路上21.50C，薄曇，風2-3m.: 
雨滴まだ稲葉上に見られる.イナゴ静止・'茎の莱揖食中のがある.時k跳ぶのがるる.
キリウジガガンボ交尾中のがあり静止.〆シメトンボ飛来.二化娯虫幼虫を捕食しつ
つ飛んで、いるのがるる.
.以上から見て水田に昼間飛来ナる昆虫とじて目立つものは，失の種である事が知られる.
シオヤアプ，Pro?nj)chus yes6nicus BIGOT 
ヒメヒラタアプ，Sphaerophωが l(umiaJ，αMEIGEN
他のアブ類
セグロアシナガパチ，Polistes japonicus fodwigae DALLA TORRE 
ノシメトンボ，'Sympeti'um infl1.sedtum， SELYS 
シオカラトンボ，Orthetrum 'albistylum s伊ciosumUHLER 
アキアカネ，Sym戸lrumf1・'eg加 nsSELYS 
常住するものとしては次の種がある.
=1パネイナゴ，o.xyαja'fゅ抑aWILLEMSE 
キザウジガガンボ，Tipulααino ALEXANDER 
これらの昆虫の水聞に於ける活動を見ると次の撲なことがわかる.
Fシオヤアブ…朝，8時頃から10時頃まで飛来するものが多く，其後は見えたくなる
ヒメヒラグア7'..朝8時過飛来するものが多くJ午後も飛来するものがあるが少い.夕
方は飛来し註い.
セグロアシナガパチ… 9時から13時頃までの日照の強い時に飛来活動するものが多く，
イネアオムシ等を探し廻る.
ノシメトシボ…8時から16時頃までは飛来するが 8時から10時， 11時の頃が最も盛ん
に活動する.そして午後は次第に少くたり，日設後は全 く静止する・弐風力 8;.，1Qm位の
時は静止する.
シオカラトンボ…とり種が出現したのは 9月8日以後である.活動時期は大体前種忙似
て居るが，午後の活動は前種よりも多い様に思われる.しかし活動する場所は側溝の上等，
低いととるを多く飛ぶ.
コパネイナゴ… 8-9時の漁度の高い時は静止しているものが多いカミ気温がよるにつ
れ，揖食活動を始めそ 10時30分， 13時頃までは最も活j設で跳ねたり飛んだりする.午後は
自発的運動は少く主主るか，人が近余いたりすると飛んで逃げる. しかし日渡後は全く静止
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ナる.又風が 5川 6m以上強い時は静止する.
キリヴジガガンボ…朝あうちは静止するものが多く，午後は飛ぶものが出てくる・そし
て14時， 16時の頃最も活動する様になる.夜は静止する.
(句昆虫の霊直分布について
昆虫の垂直分布は，コパネイナゴ，キリウジガガンボ，二化螺虫幼虫(ズイムシ)につ
いて測定した.イナゴ，キリウジガガンボに就いては，その静止している部位の高さを地
上から測定した.ズイムシに就いては白穂になった稲の茎を根元から切り取り，茎の中を
開いて，若し虫が居れぽ，その部分の高さを根元のととろから測り，その虫の体長を測定
し?と.ζの測定を行った月日と時間は，次の通りである.
コノ〈ネイナゴ・..8月31日， 8: 35: 9丹6日， 8: 25， 10: 30， 12: 52， 15: 0; 9月12日，16:O. 
キリウジガガ、ンボ・・9月6日， 8: 25， 10: 30， 12: 52， 15: 0; 9月12日， 16: O. 
二化摂虫幼虫…9月6日， 9: 00， 13: 15; 9月7日， 10:00，11:15，13:20.
との測定の結果によると，二化摂虫幼虫に就いては，体長 3mm位の小さいものは 1ケ
所に群集しているものが殆んど大部分である.例えは、9月6日，13時15分の測定では 16cm
の高さに10個体集合して居り 9月 7日， 10時の測定では 35cmの高さに1.4個体，同日11
時15分には 1.5cmの高さに 4個体，同日18時20分には 20cmの高さに 8個体，更に 19cm
c高さに1個体夫k群集していた.この事実から 3mm位の小個体は垂直移動を行うとは
考えられないので，この小個体を除外し，他のより大きな個体についてむ垂直分布の様子
を図示してみると Fig.1の様になる.倫 Fig.1には，コパネ千ナゴ(A)及びキ Hウジ
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Fig. 1. The vertical distribution of the Jarva of Chilo si1l'plex EUTLER (0)， Ox仰 japonicα
WILLEMSE (A)， and'1'ipvlααino ALEXANDER (B). 
Te，ロporatureor humidity in the level of 1 cm. 
Temperature or humidity in the level cf 110 cm. 
204 
"' 
昔
ち水田生物の生態学的研究(第2報)一一阿部
ガカFンボ(B)の垂直分布の様子も一緒に図示した.
Fig.1に依れば二化螺虫幼虫む垂直分布は 1日の中の時聞に依って変化しているととが
わかる. ~pち 9 月 6 日及び 9 月 7 日の 9 時， 10時頃の分布!J¥態は他の場合のものに比べて
分布賢く， 50cmから 75cm位まで上方に居るものが見られる.しかし6日の13時15分或は
7日の13時20分頃になると分布の様子が明かに遣ってきて，少くも一部のものは下方に移動
したと思わされる.そして幼虫が最も多く見られる高さは 5cmから 25cm位の間セあ-d・
コバネイナゴの垂直分布の様子を見ると 9月6日の例では測定4回の結果は互にるま
り判然たる相違は認められない. r3Dち殆んどいつも高さ 55cmから 100cm位までの間陀
分布している.只8月31日の結果では 9月6日の高さの範囲に居るものもあるがp それ
よりやっと下方， l3Pち 20cmから 40cm'位の高さのととろに居る群がある.とれは，その
頃はイナゴの大さがまだ小で，成虫?となりきらたいもので体長 2cm位のものが多かった
ので，との幼生の方が割合に下方に居る理由によるものであると考えられる.(その当時，
各イナゴの体長は測定しなかった.)
キリウジガガンボの垂直分布については，個体数が少いので，判然し?とζ とを論じると
とは出きないが，、イナゴの垂直分布の範囲よりは桔ifJfく 45cmから 90cm位の聞に分布す
る撲に見える.そして時間的の変化は判然してい友い.
弐に垂直分布と二化摂虫幼虫の大さとの関係をしらべてみた.それには 9月6日 9時
の場合の結果と 7日の10時の場合の結果と大体似て居るので一緒に考え，之と 6臼の13時
15分の場合の結果と 7日の13時20分の場合の結果とを一緒ーにしたものと比較した.その際
体長 3mm位の小個体は一般に移動しないらしいので除外した.との両方の場合の結果は，
・!:
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Fig.2に示す通りになった.
Fig.21'L:於て，Aの方， gr.ち午前中の垂直分布の様子を見ると，40cmの高さ以上;の部
分に見られる個体は，体長16mm以下のものであるととがわかる.そして， Bの方， lMち
午過ぎり垂直分布の様子を見ると，乙の小さい方の個体も大部分は 40cmの高さよりも下
位に居るととがわかる.ElPち， 垂直移動を行う個体は大体，体長16mm以下の個体ではな
いかと考えられる.
今 Fig.2によって， 幼虫の体長を基準と して各体長にdうる個体む分布の様子を見ると明
かに 5群に区別される.ElPち3mmの群， 8mm前後の群，12.5millを中心とする群，16mil 
を中心とする群及び 19mil以上の群との5群でるる.それで 16illl1以下の体長を持つも
のは 第4齢以下であると考え られる. ~pち垂直移動を行う幼虫は 2， 3， 4齢のものと考
えられる.
(6) 一般考察
1.水田の徴気象について
動物の活動が徴気象によって影響を受けることは多く知られている.Abe (1942)はウヅ
ラタマキビ lilelarhaphe(Littorinop抑 )scabra (LINNAEUS)が水面上の高濃度屠の上下移動
に伴って， 垂直移動をすることを確め， Kato (1948)はヒメマルカツオフシムシ LItagenJ1s 
jαponicus (Aηtll1'em俗 verbasciLINNE)の活動とフランス菊の花部の徴気象との関係を，又
Kato (1950)はイネハモグリパイ，Agromyza oryzella (Agmmyza oryzae MUNAKATA)の温
度腐痔の行動と徴気象との関係を明かにした・それで水田の生物θ活動欣態と比較する需
に水田の徴気象を測定した.
庄内地方に於ける水田の徴気象については ~P I'L:藤島に於てイネハモグりパイの第 1 世代
及第2世代の時期に測定された.(Kaむ0，J 950)ζの両期間とも水団に水が湛えられている
時期で，稲刈前の水を引いた後の時期は測定されて居なかった様である.
Kato (1950) によれば，イネハモグリパイの1化期 (5月下旬から 6月初旬)の水聞の
水温は 8。から 28.Cまで変化し， 140_240C が大部である.又2化期 (6月中J下旬)は
19
0
Cまで変化し， 20-30oC が大部であった.著者の 9月初旬の測定結果によれば， 20。か
ら28・Cまでの聞で変化する.しかしとれは昼間のみの測定であ り，夜間はもっと温度が下
る筈でるる.向靭からタまでの温度，~ゑ度の垂直分布については， 少くも庄内地方に於て
は， まだ行われて居たかった様である.これは夜間の変化と共f乙今後更に連続的に詳し
く測定する必要があると思う.
2.栢群落中の昆虫の活動
水田の生物の活動については， 八木(1935)は二イヒ摂蟻の夜間活動について，岡崎 (1940)
はイ ネハモグリパイの産卵活動について， 糊山(1943)毛同虫について研究した.著者は9
月初旬に於けるシ三「ヤアプ，ヒメヒラタアプ， ノシメ トンボ，シオカラトンボ，コパネイ
ナゴ， キリウジガガンボ等の活動に就いて観察したが，昆虫により夫k活動扶態が遣って
いるととを確めた.
7K国に飛来する昆虫の中， 主と して朝活動するものはヒメヒラタアプ，シオャアブ等で
あるが，との位置のj熟度は90μ位であるが，この位の漁度ではアブには影響をこ与えたいら
しい.しかし，ノシメ トン杭シオカラ トンボは朝から活動するが活動する高さが稲の
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穂先(草冠)の上なので潔度はもっと低いと思われる.又キリウジガガンボーコパネイナ
ゴは靭のうち(漁度sO%位)は活動し切ないから， n時頃にたると襟度が80.μ位になり，そ
の頃から活動し始める様である..他の昆虫で漁度が昆虫む活動に影響を与えることはトピ
グラ(森， 1946)やホタル (Buck，1937)等でも知られている.(森， 1948よりヲl用)
市風力が昆虫の活動を抑制するととは一般に知られている・ phillip(1937) は多くの昆虫
について， Buck (19，37)はホタルについて，野村(1937)は蛾の趨光性について，湖山 (1943)
はイネハモグリパイについて夫ぇ研究した.(森，1948より51用)著者の場合は，コパネイ
ナゴ， トンボ類が 5-6mの風により飛朔の抑制をされるのを確めた.
ヲたにコバネイナゴ等の活動が午近くなって活設になるのは，濃度の減少 (90μから75""
80%にとる)も原因するとは思われるが叉温度のよ昇(20'Cから26，270Cf立になる)も原因す
ると考えられる.気温上昇に伴う体温の上昇の結果昆虫{の活動が活設になることはイチゴ
ハナゾウムシ .Ant加仰向・ bisigniferSCHENKLINGに就hての Kato(1938)む研究，がある.
又ヒメビロウドコガネ Sel匂'aor加ItalisMOTSCHULSKYにつき村井(1951)が報告している.
3.二化膜虫幼虫の垂直移動について
二化摂虫幼虫の分布は朝と午過ぎとで明かに遣い，朝は 75cm位までの高さにも分布す
るが，午過ぎは 45cm以下に下る様である.朝の稲群落の温度は， 9月6，7日までは 75cm
位の高さに於ける気温は 22'Cで地面より l-2・C高温である.叉午過ぎは 2TC位で地
面よりl"C位高温である.との5-6"Cだけ気温が上昇するととに従って幼虫は下方に移
動ずるりではたいかと思われる. 1;蒸度の方はぎは甚しいけれども (10%位)茎む中に居る
幼虫に直接漁度が影響するとは一寸考えられない.との点については今後，茎の中の温度
と気温との関係叉外の濃度と茎中の襟度との関係をしらべる必、要がある.叉， 昼になって
幼虫が下方に移動するりは明るさに影響されるのかもしれないが，との点についても，今
後研究してみる必要があると思われる.向下方に移動する幼虫は 2，3， 4齢の幼虫であり
5齢位。ものはあまり上方には移動し主主いととも興味;，l;るととと思われる.
(7)摘要
1.山形牒，鶴岡附近に於げる水田の生物相の季節的変化を略述じ?と.
2. 9月初旬即ち稲刈前に於ける稲群落中の徴気象を測定した.そして地上lcm，lOcm，
20cm， 30cm， 40cm， 50cm， 70cm， 90cm，1l0cmの高さの温度， i，熱度を測定した.その測定
日，時は結果と共に Table1， lI， m， 1V， V， .VI， ¥，lI，tlIIに示してある.
3. 9月初旬に於ては日中は一般に地上 1cmよりは地上 110cmElPち草冠上の方が高温
で，両者の差は朝の方が大で 2_2.50C である.との差は後は失第に少く主主り最小.0.5'C
以下になる.しかし午後は差が稿大きくなり，夕方は殆んど差がなくなる〆潟度は一般に
地面に近い程高く地上1cmと地上1l0cmと比較すると両者の差は朝が最大で20μ位，後
はヨた第に小に主主り，夕方は最小で10%位になる.叉地上 1cmに於ては朝は源度100%で
午頃は最小で85%，タは叉100%になる.地上1l0cmでは朝は80"，，95%で，午頃は73必
で最小，夕方は90%位になる.
4.同期聞に於ける稲群落上の昆虫の活動を観察した.その結果，昼間活動する主主主昆
虫は，.二化娯虫幼虫，コパネイナゴ，キリウジガガンボ，シオヤ7ブ，ヒメヒラタアグ，セ
グロアシナガパチ，ノシメトンボ，シ.:Tカラトンボ，アキアカネ等であるととがわかった.
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5. シオヤアプは 8-10時頃稲田に飛来する個体が多いが共後は姿を治す. ヒメヒラタ
アプは朝 8時頃飛来するものが多く，午後は少くなり，タ以後は全く見られなく友る.セ
グロアシナガパチは 9-13時の日照の強い時に飛来する.
6.ゴパネイナゴは 8-10時頃は静止しているものが多いが， 濃度減少，気温上昇と共
に活動が活j設に友り 10時宇から13時頃までが最も盛んで、ある.午後は運動能力はあるが，
自発的活動はあまりしたい様である.タ以後は全く静止する.キ リウジガガンボは朝の聞
は静止するが午後飛ぶもの多くな!J2時頃が最盛，夜は静止する.
7. ノシメトンボは 8時頃から11時頃までの飛来最も多く，後次第に少くなり，タ以後
は全 く静止する.シオカラトンボも大体同様であるが飛ぶ位置は溝の上等で前種と遣う.
8. ::Lパネイナゴ，キリウジガガンボ，二化螺虫幼虫の垂直分布を測定した.コパネイ
ナゴp キリウジガガンボは時聞による垂直分布の明か主主差は認められなかった. 前種は地
上 55cmーから 100cm聞に分布し，後種は地上 45cmから 90cm([)聞に分布していた. 8 
月下旬頃のコパネイナゴの分布で目立ったととは 2cm位の幼生は，成虫よりも下位に多
く分布していたことである.
9. 二化蝶虫幼虫の垂直分布の様子は，時聞により明かに遣う.即ち 8-9時頃は分布
債く地上 1cmから'i5cm位まで分散し， 最も多く見られるのは 1cmから 45cm聞でる
った.しかし午後になると下方に移動するもりが多く なり地上 1clIlから 45cmまでに偏
り，その中最も多いのは 10cmから 25cm位であった.
10. との垂直移動を起すものは， 2， 3，・4齢の幼虫らし く，初齢のものは一般に殆んど
移動は しない.
11. との幼虫の移動を起させる原因はよくわからたいが，午頃は朝よりも気温が 5，60C
一五昇するので，との震に下方に移動するりではたいかと思われる.
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Summary 
1) Seasonal succession of animals inぬep，aduy fieldis stuuied at .Tsuruoka， 'Yamagata-
Prefecture， J apan. 
2) The micro climate in the paddy fieldis stuilied in the， days of the beginning of 
Septeml河口 namely，the period jus七 beforethe' harvest. The vertical distribution of 
temperature mid humidity is measured inぬelevels of 1cm， 10cm， 20cm， 30cm， 40cm， 
50cm， 70cm， 90cm， 110cm above the earth level in the paddy field. Da民乱立d，time.s of 
measurement are shown together with the res叫悩 ofmeasurement iu Tables 1， JI， J¥I， 
IV， V， VI， ¥'JI， and '1. 
3) In general，主he色emperaturein the level of 1l0cm， namely the level ofむbegrass 
crown， ishigherぬan白川 of1cm， and the difference ofおmperaturebetween色hebo七h
is larger in七hemorning and shows about 2-2.グCthan thaむinthe later times. And 
the di宜erencebecomes minimum and shows less七hanOHC jus七afterthe noon， and it 
becomes larger in七heafternoon， buむitcan not be seen inぬeevening. 
The humidity is higher inぬelevel of 1cm than 品川 ofllOcm in general， and the 
differ巴nceof humidity betwe巴nthe level of 1cm and七hatof 110cm shows the largest 
value， namely of ahout 20%， but it hecomes smaller in later timeョ， andthe minimum 
value is seen in the evening and shows abou色10%.The humidity in the level of 1cm 
is 100%， in the 山 )rning，and it becomes minimum in the noon time and shows about 
8.5%， hut むhecomes100% inぬeevening. The humiuity in the level of 110cm is 
about 80 to 95% in the morning， ahout 73% in the noon time and 90μ in the evening. 
4) Activity of animals inhahiting the rice plant is studicd. The main species which 
come to the paddy field are the larvae of Chilo rimple.x BUTLER，o.:yα iaponicJ， WIL日 MSE，
Tipula α印oALEXANDER， Promachus yesonic'lω BIGOT，8plwerophoria taen:t口れ MEIGEN， 
Polistis j21則前山 fadωり16DALLA TORRE， 8ympetr'lm infω(;}tum SEL YS， Orthetrwn 
albyslylum speciosu1n UHLER， 8ym戸trurnfl可U6nsSELYS， etc. 
5) Pro1n'1c.1'US yesonic'ls appears on the paddy field from δto 10 O'clock， but this 
species can not be s巴巴nin laもertime. 8phaerophol'ia taeniata comes to the paduy field 
in仕lemorning" but a few of七homare s巴enalso is the afternoon， llUt no individual is 
seen inぬeevening. pt.οlistis jα仰向山 fad叫'gaecomes in七ぬhe色U山伽m政e
namely in the time of high t飴empeぽra抗tu町re.
6) 0ふyajaponic~ rests onぬerice plant in仏emorning hut its activity increases 
according白色heincrease of temper.ature and色othe decrease of humidity. And色his
sp巴cieshecomes most active in the七iloefr 
??
?
?
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and the 1arger number of them are seen beむweenぬe1eve1s of 1cm and 45cm. But it 
is distributed in出e1eve1s hetween 1cm and 45cm in the noon time， and the 1arger 
llllmber of them are seen: inthe 1evels hetween 10cm and 25cm. 
10) lndividuals which show vertical di~tribution areぬe1arva巴 ofthe 2nd， 3rd and 
4th stages， and the 1arvae of the 1st stage do no七showvertical migration. 
11) The vertica1 migration of the 1arva of Chilo sirnlヨlexseems to be atfected by白e
increase or decrease of temperature， but exact mechanism of vertica1 migration is no七
yet clear. 
し
，?，?? ??，?
曹
'" 
21Q 
